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�対対立立ししてていいるる系系統統のの労労組組がが推推
薦薦ししたた委委員員をを全全面面的的にに信信頼頼
ででききなないいののはは無無理理かかららぬぬもも
のの。。

�運運動動方方針針をを異異ににすするる系系統統がが存存
在在すするる以以上上、、労労働働者者委委員員のの
構構成成もも多多様様性性をを有有すするるこことと
がが望望ままししいい。。

�任任命命がが政政治治的的ににななららなないいたためめ
ににもも、、任任命命基基準準のの作作成成・・公公
表表がが有有益益。。

�知知事事はは今今後後のの任任命命でではは、、よよりり
多多くくのの労労働働者者にに支支持持さされれるる
よようう、、ささららにに合合理理的的なな選選任任
方方法法のの検検討討をを。。

２００１年
秋

愛知地労委の民主化を求める連絡会議
連絡先 愛知県労働組合総連合 名古屋市熱田区沢下町９―７ 労働会館東館 �（０５２）８７１―５４３３

９９９９
年年
５５
月月
、、
名名
古古
屋屋

地地
裁裁
はは
ここ
れれ
まま
でで
のの

「「
連連
合合
独独
占占
」」
任任
命命
にに

つつ
いい
てて
、、
次次
のの
よよ
うう
なな

注注
文文
をを
つつ
けけ
まま
しし
たた
。。

事事
実実
上上
のの
改改
善善
勧勧
告告
でで

すす
。。 裁

判
長
が
お
こ
な
っ
た
知
事
へ
の
勧
告
と
は

労働委員会とは

労
働
委
員
会
は
、
使
用
者

の
不
当
な
差
別
や
解
雇
、
団

体
交
渉
拒
否
、
労
働
組
合
敵

視
な
ど
に
よ
る
労
働
争
議
を

解
決
し
、
労
働
者
の
権
利
を

守
る
公
的
機
関
で
す
。
政
府

と
各
都
道
府
県
に
設
置
さ

れ
、
公
益
委
員
・
労
働
者
委

員
・
使
用
者
委
員
の
三
者
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
労
働

者
委
員
は
、
救
済
に
駆
け
込

ん
だ
労
働
者
・
労
働
組
合
の

相
談
に
応
じ
た
り
助
言
な

ど
、
争
議
を
一
刻
も
早
く
解

決
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

非
連
合
の
労
働
者
委
員
が

絶
対
に
必
要
で
す

知
事
は
今
年
１２
月
、
地
労
委
の

第
３６
期
委
員
を
選
任
し
ま
す
。

地
労
委
は
８９
年
１２
月
の
第
３０
期

か
ら
、
労
働
者
の
立
場
を
代
表
す

る
委
員
が
全
員
「
連
合
愛
知
」
推

薦
の
委
員
で
独
占
さ
れ
、
労
働
者

の
救
済
機
関
と
し
て
の
信
頼
を
大

き
く
失
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

任
命
取
消
・
損
害
賠
償
を
求
め
る

裁
判
が
１０
年
も
続
き
ま
し
た
。
そ

し
て
９９
年
５
月
１２
日
、
名
古
屋
地

裁
の
判
決
で
、
知
事
に
改
善
勧
告

が
出
さ
れ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
知
事
は
、
裁
判
所
の

要
請
を
無
視
し
て
い
ま
す
。

６
期
１２
年
も
続
い
た
偏
向
任
命

は
、
も
う
改
め
る
べ
き
で
す
。
一

時
期
、
東
京
都
以
外
で
す
べ
て
連

合
系
が
委
員
を
独
占
し
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
大
阪
、
高
知
、
埼

玉
な
ど
で
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

公
正
任
命
め
ざ
す
署
名
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

知
事
は
裁
判
所
の
勧
告
に
従
え
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愛知地労委・労働者委員の公正な選任を求める要請書

愛知県知事 神田真秋様

労働委員会は、使用者による不当な差別や解
雇、団体交渉拒否、労働組合敵視などに起因す
る数々の労働争議を解決し、労働者の権利を守
る重要な役割を果たしてきました。
しかし、愛知県地方労働委員会では、１９８９年

１２月いらい、労働者委員７名全員が「連合愛
知」推薦の委員で独占され、反連合・非連合系
労組が推薦した候補者が全員排除されたため
に、その信頼は大きくそこなわれました。
そして、「任命取消・損害賠償」を求める裁
判が１０年も続きました。１９９９年５月１２日に出さ
れた名古屋地裁判決では、知事に対する厳しい
注文として、「労働組合運動において運動方針
を異にする潮流・系統が存在する以上、労働者
委員の構成においても多様性を有することが望
ましい」「委員の任命は政治的であってはなら
ないが、政治的との疑問が生ずるだけでも問題
であり、任命の公正性、透明性を担保するため
にも、任命基準の作成・公表が望ましい」など

を指摘しています。
ところが知事は、判決後の第３５期委員任命
（１９９９年１２月）でも、特定労働団体に委員を独
占させる偏向任命を改めず、「任命基準の公
表」もおこないませんでした。裁判所の要請も
無視した不当任命と言わざるをえません。６期
１２年も続いたこの偏向任命は、もう改めなけれ
ばなりません。

愛知地労委の民主化を求める連絡会議
連絡先 愛知県労働組合総連合 名古屋市熱田区沢下町９―７

労働会館東館３Ｆ �（０５２）―８７１―５４３３

地労委・労働者委員の選任は、連合
独占の問題点を指摘し選任方法の改善
を求めた名古屋地裁判決をふまえ、第
３６期労働者委員については連合系独占
をあらため、公正・公平な立場で反連
合・非連合からも相当数の委員を選任
すること。

２００１年 月

住 所氏 名



お願い

この署名は知事が選考作業に入る１０月中旬までに
地労委民主化会議（連絡先・愛労連）までお届け下
さい。
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不当労働行為救済事件（過去１０年間）

主主
なな
事事
件件

ＪＲ東海、日立製作所、中電健保組合、川本製作
所、内田油圧、愛治病院、板山運送、常滑荷役、
丸八商運、豊橋農協、スミケイ運輸、伊勢湾陸
運、名海運輸、ナトコペイント、明治屋、木村電
熔機、二葉、東洋学園、尾関学園、丸一展装、御
園サービス、西尾市（現業）

■
２１
人
の
委
員
す
べ
て
は

県
知
事
が
選
ん
だ

９９年１２月、県議会での答弁から

７７人人もも選選ぶぶののにに １１人人もも入入れれなないいののははおおかかししいい

地労委の信頼とり戻したい

■
事
件
は「
愛
労
連
」系
が

多
い
の
に

長野県田中知事は「全員が連合で
いいのか疑問だ」と検討を約束。
「信濃毎日新聞」２００１年５月１１日付け

会
社
に
き
っ
ち
り
も
の
が
言
え
る

組
合
に
し
た
い
と
活
動
し
た
こ
と
で

仕
事
や
賃
金
・
昇
格
差
別
を
さ
れ
た
。

組
合
に
是
正
を
訴
え
た
が
協
力
し

て
く
れ
な
い
の
で
、
労
働
委
員
会
に

訴
え
た
。

し
か
し
、
助
言
者
の
労
働
者
委
員

は
日
立
の
組
合
と
同
じ
連
合
出
身
な

の
で
信
頼
で
き
な
か
っ
た
し
、
有
益

な
助
言
も
な
か
っ
た
。

救
済
命
令
は
出
さ
れ
た
も
の
の
、

六
年
と
い
う
年
月
が
か
か
り
、
と
く

に
審
問
終
了
後
の
命
令
待
ち
は
一
年

以
上
に
も
な
り
、
毎
日
胃
が
痛
む
思

い
だ
っ
た
。

私
た
ち
の
立
場
を
理
解
し
、
本
音

で
話
せ
る
労
働
者
委
員
が
い
れ
ば
、

ど
れ
ほ
ど
励
ま
さ
れ
勇
気
づ
け
ら
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。 黍

原

和
雄

日
立
製
作
所

旭

工

場 権
利
侵
害
に
ス
ト
ッ
プ
は
か
か
ら
な
い

労
働
者
委
員
の

連
合
独
占
で
は

�
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構成比

反連合・
非連合で
８３％

１７％
１００％

件 数
３２
１６
１０
１２
７０

系 統 別
愛 労 連 系
その他の組合
個 人
連 合 系
合 計

名古屋鉄道労組
トヨタ労連
中部電力労組
ゼンセン同盟
新日本製鐵
高岳製作所労組
（連合）全国一般労組
弁護士
弁護士
弁護士
名古屋大学教授
名城大学教授
中日新聞論説委員
前県労働協会理事長
名古屋鉄道�
トヨタ自動車�
日本ガイシ�
興和�
大同特殊鋼�
田村プラスチック製品�
愛知県経営者協会

労
働
者
委
員

公
益
委
員

使
用
者
委
員

県労連系選任に前むき
だから田中康夫

長 野
県知事

さんも

連
合
独
占
�

公正な

委員選
任で
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利
を

守
る
公
的
機
関
で
す
。
政
府

と
各
都
道
府
県
に
設
置
さ

れ
、
公
益
委
員
・
労
働
者
委

員
・
使
用
者
委
員
の
三
者
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
労
働

者
委
員
は
、
救
済
に
駆
け
込

ん
だ
労
働
者
・
労
働
組
合
の

相
談
に
応
じ
た
り
助
言
な

ど
、
争
議
を
一
刻
も
早
く
解

決
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

非
連
合
の
労
働
者
委
員
が

絶
対
に
必
要
で
す

知
事
は
今
年
１２
月
、
地
労
委
の

第
３６
期
委
員
を
選
任
し
ま
す
。

地
労
委
は
８９
年
１２
月
の
第
３０
期

か
ら
、
労
働
者
の
立
場
を
代
表
す

る
委
員
が
全
員
「
連
合
愛
知
」
推

薦
の
委
員
で
独
占
さ
れ
、
労
働
者

の
救
済
機
関
と
し
て
の
信
頼
を
大

き
く
失
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

任
命
取
消
・
損
害
賠
償
を
求
め
る

裁
判
が
１０
年
も
続
き
ま
し
た
。
そ

し
て
９９
年
５
月
１２
日
、
名
古
屋
地

裁
の
判
決
で
、
知
事
に
改
善
勧
告

が
出
さ
れ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
知
事
は
、
裁
判
所
の

要
請
を
無
視
し
て
い
ま
す
。

６
期
１２
年
も
続
い
た
偏
向
任
命

は
、
も
う
改
め
る
べ
き
で
す
。
一

時
期
、
東
京
都
以
外
で
す
べ
て
連

合
系
が
委
員
を
独
占
し
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
大
阪
、
高
知
、
埼

玉
な
ど
で
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

公
正
任
命
め
ざ
す
署
名
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

知
事
は
裁
判
所
の
勧
告
に
従
え
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愛知地労委・労働者委員の公正な選任を求める要請書

愛知県知事 神田真秋様

労働委員会は、使用者による不当な差別や解
雇、団体交渉拒否、労働組合敵視などに起因す
る数々の労働争議を解決し、労働者の権利を守
る重要な役割を果たしてきました。
しかし、愛知県地方労働委員会では、１９８９年

１２月いらい、労働者委員７名全員が「連合愛
知」推薦の委員で独占され、反連合・非連合系
労組が推薦した候補者が全員排除されたため
に、その信頼は大きくそこなわれました。
そして、「任命取消・損害賠償」を求める裁
判が１０年も続きました。１９９９年５月１２日に出さ
れた名古屋地裁判決では、知事に対する厳しい
注文として、「労働組合運動において運動方針
を異にする潮流・系統が存在する以上、労働者
委員の構成においても多様性を有することが望
ましい」「委員の任命は政治的であってはなら
ないが、政治的との疑問が生ずるだけでも問題
であり、任命の公正性、透明性を担保するため
にも、任命基準の作成・公表が望ましい」など

を指摘しています。
ところが知事は、判決後の第３５期委員任命
（１９９９年１２月）でも、特定労働団体に委員を独
占させる偏向任命を改めず、「任命基準の公
表」もおこないませんでした。裁判所の要請も
無視した不当任命と言わざるをえません。６期
１２年も続いたこの偏向任命は、もう改めなけれ
ばなりません。

愛知地労委の民主化を求める連絡会議
連絡先 愛知県労働組合総連合 名古屋市熱田区沢下町９―７

労働会館東館３Ｆ �（０５２）―８７１―５４３３

地労委・労働者委員の選任は、連合
独占の問題点を指摘し選任方法の改善
を求めた名古屋地裁判決をふまえ、第
３６期労働者委員については連合系独占
をあらため、公正・公平な立場で反連
合・非連合からも相当数の委員を選任
すること。

２００１年 月

住 所氏 名



お願い

この署名は知事が選考作業に入る１０月中旬までに
地労委民主化会議（連絡先・愛労連）までお届け下
さい。
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不当労働行為救済事件（過去１０年間）

主主
なな
事事
件件

ＪＲ東海、日立製作所、中電健保組合、川本製作
所、内田油圧、愛治病院、板山運送、常滑荷役、
丸八商運、豊橋農協、スミケイ運輸、伊勢湾陸
運、名海運輸、ナトコペイント、明治屋、木村電
熔機、二葉、東洋学園、尾関学園、丸一展装、御
園サービス、西尾市（現業）

■
２１
人
の
委
員
す
べ
て
は

県
知
事
が
選
ん
だ

９９年１２月、県議会での答弁から

７７人人もも選選ぶぶののにに １１人人もも入入れれなないいののははおおかかししいい

地労委の信頼とり戻したい

■
事
件
は「
愛
労
連
」系
が

多
い
の
に

長野県田中知事は「全員が連合で
いいのか疑問だ」と検討を約束。
「信濃毎日新聞」２００１年５月１１日付け

会
社
に
き
っ
ち
り
も
の
が
言
え
る

組
合
に
し
た
い
と
活
動
し
た
こ
と
で

仕
事
や
賃
金
・
昇
格
差
別
を
さ
れ
た
。

組
合
に
是
正
を
訴
え
た
が
協
力
し

て
く
れ
な
い
の
で
、
労
働
委
員
会
に

訴
え
た
。

し
か
し
、
助
言
者
の
労
働
者
委
員

は
日
立
の
組
合
と
同
じ
連
合
出
身
な

の
で
信
頼
で
き
な
か
っ
た
し
、
有
益

な
助
言
も
な
か
っ
た
。

救
済
命
令
は
出
さ
れ
た
も
の
の
、

六
年
と
い
う
年
月
が
か
か
り
、
と
く

に
審
問
終
了
後
の
命
令
待
ち
は
一
年

以
上
に
も
な
り
、
毎
日
胃
が
痛
む
思

い
だ
っ
た
。

私
た
ち
の
立
場
を
理
解
し
、
本
音

で
話
せ
る
労
働
者
委
員
が
い
れ
ば
、

ど
れ
ほ
ど
励
ま
さ
れ
勇
気
づ
け
ら
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。 黍

原

和
雄

日
立
製
作
所

旭

工

場 権
利
侵
害
に
ス
ト
ッ
プ
は
か
か
ら
な
い

労
働
者
委
員
の

連
合
独
占
で
は
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構成比

反連合・
非連合で
８３％

１７％
１００％

件 数
３２
１６
１０
１２
７０

系 統 別
愛 労 連 系
その他の組合
個 人
連 合 系
合 計

名古屋鉄道労組
トヨタ労連
中部電力労組
ゼンセン同盟
新日本製鐵
高岳製作所労組
（連合）全国一般労組
弁護士
弁護士
弁護士
名古屋大学教授
名城大学教授
中日新聞論説委員
前県労働協会理事長
名古屋鉄道�
トヨタ自動車�
日本ガイシ�
興和�
大同特殊鋼�
田村プラスチック製品�
愛知県経営者協会

労
働
者
委
員

公
益
委
員

使
用
者
委
員

県労連系選任に前むき
だから田中康夫

長 野
県知事

さんも

連
合
独
占
�

公正な

委員選
任で


